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研究成果の概要（和文）：本研究では，幸福・効率・公正の価値概念を中心とした経済倫理に視点をおいた経済
教育カリキュラムを構成し，プログラム開発を行った。構成原理は，功利主義・義務論・徳倫理を基底においた
倫理的多元主義である。その理論的基礎をジョナサン・ワイト，アイザイア・バーリンに依拠した。カリキュラ
ム開発の上では，英米豪独の関連カリキュラム教材を検討した。また，経済倫理認識調査を1400名弱の高校生，
大学生を対象に実施した。それらをふまえて，10単元の内容開発を行った。その内，「医者と患者の情報の非対
称性ゲーム」の実践から，有効性を確認した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a school program focused on ethics in economics,
 centered on value concepts of happiness, efficiency, and fairness. Its organizing principle was 
ethical pluralism based on utilitarianism, deontology, and virtue ethics. We studied related 
curricula of schools in the USA, the UK, Australia, and Germany, and made a survey of the 
understanding of ethics in economics among about 1400 Japanese undergraduates and senior high school
 students. On the basis of this evidence, we developed 10 lesson plans and confirmed the validity of
 the lesson plan “Role-play of a doctor and a patient in conditions of asymmetric information.”

研究分野：経済教育，社会科教育

キーワード： 経済倫理　倫理的多元主義　功利主義　徳倫理　情報の非対称性
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
年金・医療・雇用に関する格差や不公平を
巡る課題は、社会科教育・経済教育において
も喫緊の課題である。なにより、当該教科で
の従来の扱いに加えて、新学習指導要領に効
率と公正、幸福・正義などの価値概念が導入
されたことにより、カリキュラムや内容開発
の課題は深まったといえよう。 
社会科に価値概念を導入する課題は、これ
まで「価値学習」(中野重人 1978;今谷順重
1978,1986)、「政経と倫理の統合的扱い」(工藤
文三 1990)、「効率と公正の扱い」(大杉昭英
2004)、また「経済教育での倫理的基礎付け」
(猪瀬 2009) などで取り組まれてきた。しかし、
「近年の人文社会科学の成果導入」、「子ども
の実態に即した教育現場での扱いやすい展
開」などの課題は依然として残っている。そ
こで具体的な内容開発の課題を 3つにまとめ
る。 
第 1に、近年の政治哲学、経済哲学の進展
をふまえた効率・公正についての構成である。
現在までに、功利主義（最大多数の最大幸福）、
ロールズのリベラリズム（格差原理=弱者救
済保険原理）、コミュニタリアンの共通善、
アマルティア・センの潜在能力アプローチな
どから構成がある。しかし中学生にも教授可
能で平易な内容開発は課題である。また、経
済哲学の概念枠組「効率と正義・自由と卓越」
（塩野谷『経済と倫理—福祉国家の哲学』東
大出版会、2002）、功利主義ルネッサンスの
進展（児玉聡『功利と直観』勁草書房 2010）
もふまえる必要があり、一方、概念選択の適
時性には、子どもの認識・意識実態の調査も
必要である。 
第 2に、経済学の幸福研究やブータンの幸
福指標と子どもの認識・意識をふまえた内容
開発である。たとえば、経済性や生き方など
様々な指標から成人の幸福度の検証をした
研究（筒井・大竹『日本の幸福度』日本評論
社 2010）にあるイースタリンのパラドックス
（所得が増えても幸福度は高まるとはかぎ
らない）は、子どもの素朴な認識・意識実態
とどのように関わるだろうか。またブータン
国が提起する経済外指標「国民総幸福
（GNH）」や「幸福度に関する研究会」（内閣
府）の指標は、具体的・実質的な内容開発を
する上で、子どもの認識や意識の実態とどう
関わるだろうか。これらが明らかにされる必
要がある。 
第 3に、海外の公民・経済教育が、「価値」
への志向性を強めており、その動向をふまえ
て、世界的規模での位置づけが必要である。
「シティズンシップにおける価値と目標」を
テーマとした国際公民社会経済教育学会
（2011年 6月、英国バース・スパ大学）では、
英国やスウェーデンから、価値志向の経済カ
リキュラムが提示された。また、ドイツで作
成された「経済教育スタンダード」は、持続
可能性や価値の扱い、正義や格差是正などを
含めたスタンダードの改訂が提起されてい

る。米国では、経済教育学会（CEE）が『経
済学の倫理的基礎付け』(Wight 2007)を刊行し、
行動経済学から経済哲学をふまえた価値概
念導入カリキュラムを提示している。これら
の構成原理を明らかにすることにより、先に
示した二つの課題である「近年の人文社会科
学の成果導入」、「子どもの実態に即した教育
現場で扱いやすい展開」に答えることが出来
る。 
以上、現在の社会問題に対応した「効率と
公正」「幸福・正義」のプログラム開発は、
喫緊の課題であり、それは、政治哲学・経済
哲学・倫理学の進展、幸福研究に呼応した子
どもの認識・意識をふまえ、さらに世界の教
育動向を取り入れたものでなければならな
い。 

 
２．研究の目的 
カリキュラム・プログラムの国際比較分析
および、高校生・大学生の（経済的）価値・
倫理意識調査などの分析結果から構成原理
を導出し、新たな社会科・経済プログラム開
発を行い、活用可能性･妥当性を関連学校で
の実験授業で検証する。 
 
３．研究の方法 

 
(1) 社会認識・経済認識における倫理意識調査 
高校・大学生の経済的価値・倫理認識・意
識調査（効率・公正・徳性・幸福・善の 5領
域 35問をリッカートスタイルで日本版作成）
により「経済倫理意識」の現状を把握し、プ
ログラム開発の基礎とする。2000人規模。 
(2) 経済倫理、社会科倫理カリキュラム・プロ
グラムの国際比較 
英・米・独・瑞・豪・中・韓の関連プログ
ラムの類型化を行う。作業類型は、一国内で
も複数類型が混在することを前提としつつ、
実地調査も含めて、各国実情を明らかにする。 
プログラム開発の構成原理及び内容抽出
ロールズの「反省的均衡」を、ワークショッ
プ型方法論上の価値探究の基礎とする。内容
抽出は、行動経済学を含む幸福研究、「正・
善・徳」からの概念枠組み（塩野谷モデル）、
ドイツ経済教育学会の価値志向スタンダー
ド、英国「福祉経済カリキュラム教材」（Davies  
2009）、米国の経済倫理教材(Wight 2006)分析
などから抽出。なお、ロールズからセン、ハ
ーバーマスにいたる正義・分配・効率の理論
的基礎付けは、塩野谷はじめ先行研究に負う。 
 
４．研究成果 
諸外国の関連プログラム調査，高校生・大
学生の経済倫理理解調査などのエビデンス
をふまえて，倫理的多元主義に基づく新たな
経済倫理プログラムを開発し，検証した。 
 
(1) 諸外国の関連プログラム調査. 
米国、英国、豪州、独国の調査結果を報告
する。 



米国では、リーマンショック後に展開され
た市場機能重視型の経済倫理教育のあり方
と，米国における経営倫理学の研究成果から
経済倫理教育の現状を検討した。 
英国では、経済教育関連教科書、シティズ
ンシップ教育、GCSE（前期中等教育修了資
格認定試験）の経済学内容、Jacek Brantの経
済学教育批判から経済倫理教育状況を総括
した。 
豪州では、ナショナルカリキュラムを検討
し、経済概念 40項目の内 10項目の経済倫理
（幸福・効率・公正）概念を確認した。「幸
福」は、「個人や社会の生活の質のための総
括的な尺度」、「経済発展」は，「生活水準に
ついて質的（幸福）改善」、「外部性」は「第
三者や社会の幸福」、「公正」は、「希少な資
源の使われ方や生産による利益の分配のさ
れ方について認識される正しさ」と定義され
るものの、その基準適用についての具体的言
及はない。 
独国では、諸州の前期中等教育段階におけ
る経済関連教科の主要な系統を取りあげ，経
済倫理に関する取り扱いの有無や特色を考
察した。そこでは、教師が特定の評価判断を
教化するのではなく，ミクロな経済生活の形
成やマクロな経済社会の形成のための経済
教育を通して，生徒自らが多元的な視点で評
価判断をつくりだし，望ましい在り方やその
根拠を熟考的に探求できるようにする経済
倫理教育がすすめられている。 

 
(2) 大学・高校生の経済倫理意識調査 
経済と倫理、道徳性基盤に関する理解と意
識調査を開発し、実態を調査した。 
ここでは、経済概念や経済学とそれらに準
拠する「帰結主義」「義務論」「徳倫理」の部
分的価値観や態度を前提とした知識の理解
を測るために、23項目の経済概念と倫理概念
（9 つの領域：情報の非対称性，合理的利己
心，互恵的利他主義，競争的労働市場，需要
供給，厚生・選好，企業の社会的責任，公正
正義）とジョナサン・ハイトの５つの道徳性
基盤（ケア（思いやり）・自由、公正、忠誠、
権威、神聖）に関する意識調査を高校生
（N=867）および大学生(N=673)対象に試みた。
その相関を一元配置の分散分析により検証
した。 
経済倫理意識とハイトの道徳性基準の相
関は，ケア（思いやり）と競争的市場・需要
/供給・企業の社会的責任，公平と合理的利己
心，神聖と情報の非対称性・互恵的利他主
義・厚生/選好にみられた。 
全般にハイトの 3道徳性基準（忠誠・権威
を除く）と７経済倫理概念(正義以外)は相関
があることが明らかになった。 
結論として，経済倫理の正答率の道徳性基
準との相関では、今回の調査で高校生はリベ
ラル型であり，大学生は保守型であった。た
だし，経済倫理概念としての公正/正義と、道
徳性基準の公正（公平）は内実が異なり，注

意が必要である。 
 

 
図 1 経済倫理理解正答率と道徳性基盤 
 

(3) 構成原理：多元主義経済教育論 
構成原理を，倫理的多元主義に求め，多元
主義経済教育の構成を図った。 
これは，重層する現実に関連させて、単一
の価値や原理に還元できない複数の価値や
原理を許容する立場である。そのフレームワ
ークは、帰結主義・義務論・徳倫理であり，
この三つの価値及び原理を包括する二つの
側面を、領域を横断する理論分岐と領域に内
在する理論分岐として、垂直的的多元主義と
水平的多元主義から構成したものである。 

 
(4) 中等教育段階の開発プログラム 
下記の 10 単元を開発した。経済概念（特
に情報の非対称性）と幸福・効率・公正・正
義を関連させつつ，先に示した三つのフレー
ムワークの倫理的立場を常に意識させつつ，
構成した。 

 
表 1経済倫理カリキュラム 

1 幸せってなんだろう−トロッコ問題から経済
倫理の基本をつかむ 

2 コンサートチケットの転売問題 
3 市場は倫理的基準を必要とするか？ 
4 情けは人のためならず（功利か義務か？） 
5 がん治療薬オプジーボは、どこまでか？ 
6 ブラック企業とスウェットショップ 
7 企業の社会的責任はどこまでか？ 
8 どこまで保険は可能か？ 
9 幸福の王子はどこまでか？ 
10 格差をどう捉えるか 
 
(5) 授業実践 
研究協力者と共に，「医者と患者」に関す
る「情報の非対称性」をベースにしたロール
プレイ・ゲームを授業実践し，一定の成果を
得た。 
医者にモラルハザードを起こさせる医療
行為をしくみ，それに対応した患者の反応を
織り込んだゲームであり，これによって，情
報の非対称性によるモラルハザードが市場
の効率性を阻害すること，功利主義、義務論、
徳倫理の考え方を活用して、モラルハザード
のような非効率的なことを引き起こさない
対策を考えさせることとした。 



量的データは定期考査での結果，質的デー
タでは，実践後の記述変化を検討した。理解
度では，モラルハザードと効率性，功利主
義・徳倫理の理解が 8 割，カント的理解が 5
割程度であった。保険の有無（インセンティ
ブ）によって，行動が変化するという「経済
学の基本的考え方」を把握していない生徒が
6 割以上に上り，この点で学習過程の設定を
より聖地に構成していかなくてはならない。 
本実践によって，開発された経済倫理プロ
グラムは，経済学概念と倫理概念を「論争問
題」や「ゲーム」などを通して，理解させ，
考察させることが可能であることを一定の
範囲で明らかにすることができた。 
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